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発
足
の
背
景
と
目
的
は

■　

発
足
前
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
で
20
年
間
活

動
し
て
い
る
中
、
「
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
限

界
を
感
じ
て
い
た
。
も

っ
と
他
の
団
体
と
連
携
し
て
ま
ち
の
役
に
立
て
る
こ

と
が
し
た
い
」
と
の
思
い
か
ら
、
平
成
28
年
に
２
人

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
で
は
60
人
近
く
の
会

員
が
一
緒
に
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

■　

ま
ち
づ
く
り
は
経
済
的
な
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

市
民
レ
ベ
ル
の
交
流
を
深
め
、
連
携
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
と
考
え
て
い
ま

す
。
大
月
市
・
藤
野
町
・

相
模
湖
町
な
ど
の
桂
川
流

域
の
方
た
ち
と
の
連
携
を

図
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
は

■　

メ
イ
ン
の
活
動
は
桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催

で
す
。
今
年
は
５
回
目
に
な
り
ま
す
。

桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
軸
に

市
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を

うえのはらで頑張る人　vol.10
鄙の会（ひなのかい）

誰かのために !! の精神で、多種多様な

分野で活動している方々と連携して、

まちづくりに取り組んでいる鄙の会に

お話を伺いました。

昨年末に法人化し、正式名称は、

一般社団法人まちづくりプラットフォ

ーム鄙の会。
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祭
で
打
ち
上
げ
花
火
を

し
ま
す
。
そ
し
て
、
ス

タ
ッ
フ
と
巡
る
八
ツ
沢

発
電
所
見
学
ツ
ア
ー
も
。

ぜ
ひ
、
５
月
11
日
、
12

日
の
桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

行
政
・
市
議
会
へ
の
要
望
は

■　

官
民
学
連
携
で
!　

お
金
の
面
だ
け
で
は
な
く
、

一
市
民
と
し
て
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
が
参
画
す
る
桂
川

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、
そ
う
い
う
祭
り
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

取
材
を
終
え
て

取
材
の
た
め
、
桂
川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委
員

会
の
会
場
へ
お
邪
魔
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
皆

さ
ん
の
表
情
や
語
る
言
葉
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
に
か
け

る
情
熱
が
ビ
ン
ビ
ン
伝
わ
っ
て
く
る
実
行
委
員
会
で
し

た
。
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が
活
躍
す
る
鄙
の
会
の
皆

さ
ん
。
今
後
の
更
な
る
ご
活
躍
を
大
い
に
期
待
い
た
し

ま
す
。

山
口
会
長
が
「
会
議
は
定
刻
に
始
ま
り
、
定
刻
に
終

わ
る
。
こ
れ
は
大
事
な
こ
と
」
と
言
わ
れ
た
こ
と
が
心

に
残
り
ま
し
た
。

や
り
が
い
を
聞
か
せ
て

■　

メ
ン
バ
ー
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
の
喜
ぶ
顔
を

見
た
時
。

■　

苦
労
は
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
が
、
「
無
理
と
思
っ

て
い
た
こ
と
が
、
で
き
た
時
の
達
成
感
!
」
こ
れ
が

励
み
に
な
り
ま
す
。

■　

き
ょ
う
も
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
「
毎
年
、
桂

川
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

楽
し
み
に
し
て
い
る
」

と
声
を
か
け
ら
れ
た
時
。

今
後
の
展
望
と
Ｐ
R
を

■　

八
ツ
沢
発
電
所
を
世
界
遺
産
に
!

年
間
３
０
０
万
人
が
登
る
高
尾
山
、
麓
に
は
相
模
湖

プ
レ
ジ
ャ
ー
フ
ォ
レ
ス
ト
、
藤
野
町
に
は
芸
術
の
森

…
桂
川
を
さ
か
の
ぼ
り
、

建
設
時
は
東
洋
一
だ
っ
た

八
ツ
沢
発
電
所
ま
で
船
で

つ
な
ぎ
た
い
。
遊
覧
船
の

会
社
の
設
立
も
夢
見
て
い

ま
す
。

■　

今
回
の
桂
川
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
は
、
前
夜

　

観
光
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
、
地
域
共
生
委
員
会
、

地
域
連
携
委
員
会
の
三
つ

の
委
員
会
が
あ
り
、
豊
富

な
発
想
力
で
ま
ち
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■　

観
光
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
は
、
八
ツ
沢
発
電
所
見

学
ツ
ア
ー
な
ど
の
観
光
資
源
開
発
、
地
域
共
生
委
員

会
は
、
す
べ
て
の
世
代
を
取
り
込
む
住
民
つ
ど
い
の

場
づ
く
り
、
地
域
連
携
委

員
会
は
、
人
材
バ
ン
ク
の

構
築
な
ど
の
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

ご
苦
労
さ
れ
て
い
る
こ
と
は

■　

率
直
に
言
っ
て
、
資
金
が
少
な
い
こ
と
で
す
。
で

も
、
ま
ち
づ
く
り
は
ア
イ
デ
ィ
ア
と
人
材
が
必
要
と

考
え
て
い
ま
す
。

帝
京
科
学
大
学
の
学
生

あ
っ
て
こ
そ
運
営
で
き
て

い
ま
す
。
大
学
の
先
生
が

学
生
の
勉
強
の
場
と
し
て

人
材
を
送
り
込
ん
で
く
れ

て
い
ま
す
。
弁
当
一
つ
で
、

一
生
懸
命
協
力
し
て
く
れ

る
こ
と
が
あ
り
が
た
い
。
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平
成
31
年
上
野
原
市
議
会
第
1
回
臨
時
会
に
お
い
て
、
議
員
各
位
の
温
か
い
ご

推
薦
を
い
た
だ
き
、
第
14
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
の
引
き
締
ま
る
思

い
と
同
時
に
責
任
の
重
さ
を
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
私
も
当
選
以

来
、
地
域
活
性
化
、
ふ
る
さ
と
創
生
を
訴
え
、
自
ら
も
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
全
国
各
地
で
地
方
か
ら
都
市
部

へ
の
人
口
の
流
出
が
止
ま
ら
ず
、
少
子
化
の
進
行
と
相
ま
っ
て
地
方
の
人
口
減
少

と
衰
退
が
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
少
子
化
の
影
響
と
就
職
を
契
機

と
し
た
若
者
の
流
出
は
地
域
の
担
い
手
を
失
う
深
刻
な
問
題
で
あ
り
、
こ
の
現
実

を
指
を
く
わ
え
て
見
て
い
る
わ
け
に
は
ま
い
り
ま
せ
ん
。
私
ど
も
市
議
会
も
市
民

の
皆
様
の
声
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
大
切
に
し
た
共

生
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、
自
ら
そ
の
先
頭
に
立
ち
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
我
々
が
受
け
継
い
で
き
た
こ
の
上
野
原
市
を
、
さ
ら
に
魅
力

あ
る
街
と
し
て
次
の
世
代
へ
と
繋
げ
て
い
く
こ
と
は
、
我
々
に
課
さ
れ
た
使
命
で

あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
補
助
金
や
交
付
金
の
み
に
頼
る
こ
と
な
く
、
20
年

後
30
年
後
の
将
来
を
見
据
え
、
足
元
を
し
っ
か
り
と
固
め
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り

に
、
議
会
も
市
当
局
も
市
民
の
皆
様
も
一
緒
に
、
ま
さ
に
オ
ー
ル
上
野
原
で
取
り

組
ん
で
い
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
市
民
の
皆
様
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
目
標
達
成
に
向
け
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
変
わ

ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
重
ね
て
お
願
い
申
し
上
げ
、
議
長
就
任
の
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

議長　長田喜巳夫

副議長　東山洋昭

▼
議
長
の
選
挙

【
当
選
】
長
田
喜
巳
夫 

議
員

▼
副
議
長
の
選
挙

【
当
選
】
東
山　

洋
昭 

議
員

▼
山
梨
県
東
部
広
域
連
合
議
会

議
員
選
挙

【
当
選
】
川
島　

秀
夫 

議
員

	

山
口　

好
昭 

議
員

	

長
田
喜
巳
夫 

議
員

	

杉
本　

友
栄 

議
員

	

尾
形　

幸
召 

議
員

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

議
会
議
員
選
挙

【
当
選
】
川
田　

好
博 

議
員

	

東
山　

洋
昭 

議
員

	

小
俣　
　

修 

議
員

	

杉
本　

公
文 

議
員

	

岡
部　

幸
喜 

議
員

▼
東
部
地
域
広
域
水
道
企
業
団

監
査
委
員
選
挙

【
当
選
】	

白
鳥　

純
雄 

議
員

▼
山
梨
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

　

域
連
合
議
会
議
員
選
挙

【
当
選
】	

遠
藤
美
智
子 

議
員

▼
上
野
原
市
監
査
委
員
の
選
任

　

の
同
意

【
同
意
】	

清
水　

孝
文 

氏

▼
上
野
原
市
監
査
委
員
の
選
任

　

の
同
意

【
同
意
】	

尾
形　

幸
召 

議
員

第１回
臨時会

平
成
31
年
２
月
20
日
、

議
員
改
選
後
初
議
会
と
な

る
第
１
回
臨
時
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
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新
た
な
決
意
で

ス
タ
ー
ト
し
ま
す

私
は
、
現
場
（
市
民
）
と
行
政
と
の
溝
が
ま
だ
大

き
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
上
野
原
は
現

場
と
行
政
が
ひ
と
つ
に
な
り
創
っ
て
い
く
事
が
必
要

で
す
。
議
員
は
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
だ
け
で
な
く

現
場
の
声
を
行
政
に
、
議
会
や
行
政
の
事
を
現
場
に

届
け
溝
を
埋
め
て
い
く
事
を
心
に
持
ち
議
員
活
動
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。

内
田　

倫
弘

当
選
回
数　

１
回　

年
齢
42
歳

無
所
属

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

上
野
原
１
３
３
０

-

４

議
席
番
号　

1
番

一
、�

防
災
関
係
の
勤
務
経
験
を
活
か
し
、
上
野
原
を

「
日
本
一
安
全
で
住
み
良
い
町
」
に
し
た
い
。

二
、�

市
の
自
然
・
文
化
・
歴
史
を
イ
ン
タ
ー
プ
リ
テ

ー
シ
ョ
ン
し
、
多
く
の
人
を
上
野
原
に
招
く
。

三
、
行
政
の
無
駄
を
検
証
し
、
対
案
を
建
議
す
る
。

四
、
上
野
原
の
市
街
を
再
度
活
性
化
さ
せ
た
い
。

五
、
地
球
環
境
保
全
の
各
対
策
に
貢
献
す
る
。

山
口　
　

薫

当
選
回
数　

1
回　

年
齢
68
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

上
野
原
１
８
６
３

議
席
番
号　

３
番

生
ま
れ
育
っ
た
こ
の
大
好
き
な
上
野
原
を
、
人
口

減
少
・
少
子
高
齢
化
の
波
の
中
で
活
力
あ
る
「
よ
り

良
い
町
づ
く
り
」
の
た
め
に
皆
様
の
声
を
議
会
活
動

に
反
映
し
市
政
に
活
か
し
ま
す
。
特
に
人
口
減
対
策

や
地
域
防
災
力
向
上
な
ど
の
課
題
は
基
よ
り
市
中
心

商
店
街
の
活
性
化
な
ど
で
「
住
ん
で
良
か
っ
た
上
野

原
」
の
実
現
の
た
め
邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

八
木　

一
雄

当
選
回
数　

1
回　

年
齢
68
歳

無
所
属

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

上
野
原
２
０
７
３

議
席
番
号　

２
番

人
を
愛
し
、
物
を
愛
し
、
自
然
を
愛
す
る
ま
ち
づ
く

り
を
目
指
し
、
誰
も
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
た
め
に
！

次
の
４
項
目
を
柱
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
安
全
・
安
心
で
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
。

●
通
勤
・
通
学
・
生
活
環
境
と
道
路
整
備
の
向
上
。

●
福
祉
・
教
育
・
子
育
て
環
境
の
さ
ら
な
る
充
実
。

●
若
者
が
参
加
し
や
す
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
。

白
鳥　

純
雄

当
選
回
数　

２
回　

年
齢
55
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

棡
原
５
２
６
４

議
席
番
号　

４
番
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「
上
野
原
市
に
住
ん
で
良
か
っ
た
」
と
市
民
の
誰

も
が
実
感
で
き
る
。
そ
の
信
念
の
も
と
、
市
が
か
か

え
て
い
る
様
々
な
課
題
解
決
実
現
の
た
め
、
二
期
八

年
議
員
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
常

に
市
民
目
線
で
情
熱
を
持
っ
て
行
動
し
、
実
現
を
図

っ
て
行
き
ま
す
。

「
お
気
軽
に
お
声
を
お
か
け
下
さ
い
」

東
山　

洋
昭

当
選
回
数　

３
回　

年
齢
64
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

上
野
原
１
０
５
８

議
席
番
号　

７
番

二
期
目
議
員
と
し
て
、
さ
ら
な
る
勉
強
と
行
動
で

市
民
の
皆
さ
ま
の
声
を
市
政
に
反
映
で
き
ま
す
よ
う

次
の
項
目
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

一
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

一
、
若
者
が
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち

一
、
妊
娠
か
ら
出
産
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち

一
、
地
域
の
防
災
・
減
災
対
策

遠
藤　

美
智
子

当
選
回
数　

２
回　

年
齢
63
歳

公
明
党

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

上
野
原
２
６
７
１

-

14

議
席
番
号　

５
番

市
議
会
議
員
に
な
っ
て
、
二
期
八
年
が
過
ぎ
ま
し

た
。
全
く
知
ら
な
か
っ
た
上
野
原
市
に
移
住
し
て
、

間
も
な
く
二
十
年
。
上
野
原
に
愛
着
を
感
じ
、
よ
り

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
、
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

四
方
津
駅
周
辺
開
発
と
バ
リ
ア
フ
リ
ー
。
談
合
坂

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
も
間
も
な
く
開
通
。
議
員
三
期

目
も
、
住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
邁
進
し
ま
す
。

川
島　

秀
夫

当
選
回
数　

３
回　

年
齢
78
歳

無
所
属

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

コ
モ
ア
し
お
つ
４

-

10

-

１

議
席
番
号　

９
番

み
ん
な
の
声
を
市
政
へ
、
市
民
と
行
政
の
パ
イ
プ

役
。
右
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
基
本
に
住
み
や
す
い
上
野

原
作
り
に
働
い
て
い
ま
す
。
議
会
内
で
の
基
本
姿
勢

は
市
長
の
与
党
で
も
な
く
野
党
で
も
な
い
「
是
々
非
々
」

で
対
応
し
て
い
ま
す
。
考
え
方
は
保
守
的
で
少
し
右

寄
り
か
と
思
い
ま
す
。
利
権
を
持
た
な
い
ク
リ
ー
ン

な
政
治
家
と
し
て
働
い
て
い
ま
す
。

小
俣　
　

修

当
選
回
数　

３
回　

年
齢
69
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

鶴
島
８
６
１

-

３

議
席
番
号　

８
番

く
ら
し
を
守
る
こ
と
が
自
治
体
の
一
番
の
仕
事
で

す
。
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
利
用
料
の

軽
減
を
め
ざ
し
ま
す
。
保
育
所
・
こ
ど
も
園
・
学
童

保
育
の
充
実
を
め
ざ
し
ま
す
。
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
を
発
展
さ
せ
ま
す
。
地
元
の
産
業
、
農
林
業
・
商

工
業
を
守
り
ま
す
。

市
民
の
目
線
で
市
政
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

川
田　

好
博

当
選
回
数　

２
回　

年
齢
71
歳

日
本
共
産
党

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会

コ
モ
ア
し
お
つ
４

-

11

-

６

議
席
番
号　

６
番

昨
年
、
区
長
会
が
提
出
し
た
議
員
削
減
を
求
め
る

請
願
は
議
会
で
３
対
12
で
不
採
択
と
な
っ
た
。

今
回
の
市
議
会
選
挙
は
無
投
票
と
な
り
、
本
来
市

民
に
配
布
さ
れ
る
べ
き
選
挙
公
約
（
広
報
）
の
公
開

を
求
め
る
請
願
も
、
議
会
で
２
対
13
で
不
採
択
。

当
市
の
危
機
は
、
市
民
の
声
が
議
会
に
届
か
な
い

事
、
私
は
強
い
意
志
と
信
念
を
持
ち
行
動
し
ま
す
。

杉
本　

公
文

当
選
回
数　

４
回　

年
齢
67
歳

上
野
原
市
民
オ
ン
ブ
ズ
マ
ン

総
務
産
業
常
任
委
員
会

上
野
原
８
０
６
２

議
席
番
号
10
番
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議員紹介

中
央
道
を
中
心
に
新
し
い
交
通
軸
が
で
き
こ
の
上

野
原
市
に
も
人
、
物
、
経
済
、
観
光
と
さ
ま
ざ
ま
な

チ
ヤ
ン
ス
が
来
る
。
上
野
原
駅
前
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
等
を
拠
点
と
し
、
今
ま
で
の
よ
う
に
通
過
す
る

の
で
は
な
く
こ
の
上
野
原
市
で
つ
か
み
止
め
る
政
策

を
市
民
と
い
っ
し
ょ
に
作
り
上
げ
、
地
域
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
、市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
。

杉
本　

友
栄

当
選
回
数　

５
回　

年
齢
65
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

秋
山
９
４
５
１

議
席
番
号
13
番

行
政
の
精
査
、
点
検
及
び
市
民
の
要
望
に
ど
う
叶

え
る
か
が
使
命
。
医
療
、
福
祉
、
介
護
、
病
院
、
福

祉
C
、
子
育
て
支
援
の
子
供
園
、
通
勤
者
の
利
便
、

上
野
原
・
四
方
津
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
防
災
減

災
の
消
防
庁
舎
等
ど
う
機
能
さ
せ
る
か
が
課
題
。
道

路
網
の
整
備
と
公
共
交
通
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
、
教

育
環
境
の
充
実
、
行
財
政
改
革
推
進
に
邁
進
す
る
。

山
口　

好
昭

当
選
回
数　

4
回　

年
齢
77
歳

無
所
属

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

棡
原
８
９
６

議
席
番
号
11
番

住
ん
で
良
か
っ
た
上
野
原
！

そ
ん
な
街
づ
く
り
に
全
力
投
球

○
四
方
津
駅
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
早
期
実
現
。

○
市
立
病
院
の
診
療
体
制
の
充
実
。

○
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
を
拠
点
と
し
た
周
辺
の
開
発
。

○�

六
期
の
経
験
を
役
立
て
、
高
齢
者
や
あ
な
た
の
声

に
耳
を
傾
け
市
政
に
届
け
ま
す
。

岡
部　

幸
喜

当
選
回
数　

５
回　

年
齢
82
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

犬
目
１
０
２
５

議
席
番
号
15
番

政
治
は
市
民
と
の
「
信
」
が
基
な
り
、
「
大
志
」

と
「
誠
」
を
も
っ
て
働
く
こ
と
、
あ
る
の
み
。

常
に
希
望
と
熱
意
と
勇
気
と
大
志
を
も
っ
て
働
く

こ
と
こ
そ
議
員
の
使
命
と
考
え
て
い
ま
す
。
明
日
に

挑
戦
、
目
標
は
今
か
ら
行
動
、
現
在
も
大
切
で
す

が
、
十
年
先
を
考
え
て
行
動
す
る
こ
と
も
大
切
。
人

口
増
加
対
策
は
長
期
的
視
野
で
取
組
む
必
要
あ
り
。

尾
形　

幸
召

当
選
回
数　

５
回　

年
齢
77
歳

無
所
属

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

野
田
尻
２
７
２
９

議
席
番
号
14
番

=

住
み
よ
い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

=

①
移
住
・
定
住
・
二
地
域
居
住
の
推
進　

②
駅
周

辺
整
備
を
推
進
し
地
域
活
性
化
施
設
の
充
実
や
各
種

商
業
施
設
の
誘
致　

③
教
育
環
境
と
保
育
料
軽
減
等

子
育
て
支
援
の
充
実　

④
道
路
等
生
活
基
盤
の
整
備

⑤
空
き
家
、
空
き
公
共
施
設
の
有
効
活
用　

⑥
地
域

資
源
を
活
用
し
た
観
光
振
興
及
び
特
産
品
等
の
開
発

長
田　

喜
巳
夫

当
選
回
数　

４
回　

年
齢
70
歳

無
所
属

文
教
厚
生
常
任
委
員
会

西
原
２
４
６

議
席
番
号
12
番

六
期
24
年
の
経
験
を
活
か
し
「
誰
で
も
が
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
次
の
４
項

目
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

●
大
企
業
誘
致

●
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
復
活

●
地
域
に
合
っ
た
公
共
交
通
の
実
現

●
子
育
て
支
援
・
高
齢
者
支
援
の
実
現

尾
形　

重
寅

当
選
回
数　

５
回　

年
齢
80
歳

無
所
属

総
務
産
業
常
任
委
員
会

大
椚
６
８
０

議
席
番
号
16
番
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条例
制定

子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
の
対
象

が
、
現
行
の
15
歳
か
ら
18
歳
ま
で
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た

議
案
第
14
号　

�

上
野
原
市
子
ど
も
医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

議
案
第
15
号　

�

上
野
原
市
重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

12
月
議
会
の
条
例
改
正
案
の
償
還
払
い
を
窓
口
無
料
化
に
す
べ
き
と
の
附

帯
決
議
か
ら
、
助
成
対
象
を
高
校
３
年
生
に
当
た
る
満
18
歳
の
年
度
末
に
達

す
る
人
を
対
象
に
、
医
療
費
が
窓
口
無
料
化
に
な
り
ま
し
た
。

重
度
心
身
障
害
者
の
医
療
費
助
成
も
18
歳
ま
で
窓
口
無
料
化
と
な
り
ま
し

た
。

平
成
31
年
２
月
28
日（
木
）か
ら
３
月
19
日（
火
）ま
で
の

20
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
例
会
で
決
ま
っ
た

主
な
こ
と

3月
定例会

※ 

議
案
名
・
議
決
結
果
等
は
15
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

審
議
さ
れ
た
議
案

市
長
提
出
議
案　

45　

件

請　
　
　
　

願	

１　

件

	
計	

46　

件

今
年
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
る
消
費
税
率
の
改
定
に
伴
い
、
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
に
10
％
の
消
費
税
を
課
税
す
る
条
例
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。
今

ま
で
は
、
消
費
税
を
課
税
し
て
い
な
か
っ
た
も
の
、
３
％
課
税
の
も
の
、
５

％
課
税
の
も
の
な
ど
バ
ラ
バ
ラ
な
対
応
で
し
た
が
、
す
べ
て
税
抜
き
表
示
に

統
一
し
、
表
示
し
た
金
額
に
消
費
税
率
を
か
け
た
金
額
を
加
え
た
も
の
に
す

る
も
の
で
す
。
関
係
す
る
22
条
例
を
一
括
し
て
改
正
す
る
条
例
で
す
。

同
様
の
改
正
が
、
議
案
８
号
、
議
案
９
号
、
議
案
10
号
で
も
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

使
用
料
・
手
数
料
な
ど
に
10
％
の
消
費
税
が

課
税

議
案
第
16
号　

�

上
野
原
市
地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
け
る
建
築
物
の
制
限
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

議
案
第
７
号　

�

消
費
税
率
及
び
地
方
消
費
税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る
条

例
制
定

コ
モ
ア
し
お
つ
地
区
に
お
い
て
県
が
認
可
す
る

「
コ
モ
ア
し
お
つ
建
築
協
定
」
の
一
部
が
失
効
し

ま
し
た
。そ
れ
に
伴
い
継
続
し
て
の
景
観
保
護（
都

市
計
画
に
定
め
る
建
築
物
の
形
態
・
色
彩
な
ど
）

の
た
め
条
例
の
一
部
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

コ
モ
ア
も
地
区
計
画
の
区
域
に

条例
制定

条例
制定



9 上野原市議会だより No.57

補正
予算

人事
案件

指定
管理

事
業
費
確
定
な
ど
で
、
総
額
５
０
４
５
万

円
の
減
額
予
算
で
す
。
増
額
さ
れ
た
主
な

も
の
は
次
の
通
り
で
す

■　

生
活
バ
ス
維
持
費
補
助
金	

３
０
０
１
万
５
千
円

富
士
急
山
梨
バ
ス
へ
の
補
助
金
で
す
が
、
事
業
者
の
決
算
を
待
っ

て
、
今
回
予
算
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

■
　
子
ど
も
医
療
費
助
成
シ
ス
テ
ム
改
修
費	

４
８
万
６
千
円

■
　
敦
賀
市
最
終
処
分
場
に
係
る
負
担
金	
７
８
５
５
万
６
千
円

平
成
４
年
か
ら
12
年
に
持
ち
込
ん
だ
一
般
廃
棄
物
の
汚
染
水
処
理
の

費
用
で
す
。

■
　
橋
り
ょ
う
長
寿
命
化
工
事
請
負
費	

３
０
２
０
万
７
千
円

白
山
橋
架
替
工
事
、
千
足
橋
・
神
野
細
野
橋
修
繕
工
事

議
案
第
42
号　

上
野
原
市
立
病
院
の
指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
第
17
号　

平
成
30
年
度
上
野
原
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
７
号
）

指
定
管
理
の
期
限
が
切
れ
る
た
め
引
き
続
き
、
公
益
社
団
法
人
地
域
医
療

振
興
協
会
を
指
定
管
理
者
に
指
定
し
ま
し
た
。
今
回
の
指
定
で
は
変
更
点
が

４
点
あ
り
ま
し
た
。

①　

指
定
管
理
料
１
億
５
千
万
円
か
ら
２
億
円
へ
増
額
。

②　

指
定
管
理
負
担
金
の
免
除
（
年
間
５
千
万
円
程
度
）
。

③　

�

病
床
利
用
率
の
向
上
、
そ
の
他
合
理
化
効
率
化
案
を
積
極
的
に
検
討

す
る
こ
と
を
条
文
で
う
た
う
。

④　

指
定
管
理
期
間
を
現
行
の
10
年
か
ら
３
年
へ
変
更
。

指
定
管
理
者
の
指
定

議
案
第
43
号　

上
野
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
の
任
命
の
同
意

上
野
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長	

和
田　

正
樹　

氏

議
案
第
44
号　

上
野
原
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意

上
野
原
市
教
育
委
員
会
委
員	

降
矢　

俊
彦　

氏

議
案
第
45
号
～
第
47
号　

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

人
権
擁
護
委
員	

大
神
田　

敏　

氏

	

佐
藤　
　

稔　

氏

	

原
田　

哲
男　

氏

各
委
員
会
委
員
の
任
命
の
同
意
・
推
薦
の

結
果

請
願
第
１
号　

各
議
員
の
選
挙
公
約
の
公
開
に
つ
い
て
の
請
願

請願選挙
総
務
産
業
常
任
委
員
会
で
審
議
さ
れ
、
選
挙
公
報
用
に
選
挙
管
理
委
員
会
に
提

出
さ
れ
た
原
稿
に
つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
選
管
か

ら
の
指
摘
が
あ
り
、
不
採
択
と
す
べ
き
と
さ
れ
、
本
会
議
に
お
い
て
も
起
立
少
数

で
不
採
択
と
さ
れ
ま
し
た
。

各
議
員
の
選
挙
公
約
の
公
開
に
つ
い
て
の

請
願

選
挙
第
６
号　

小
金
沢
土
室
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

小
金
沢
土
室
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
会
議
員

	

【
当
選
】　
　

降
矢　

太
治　

氏

小
金
沢
土
室
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合

議
会
議
員
の
補
欠
選
挙

定例会で決まった主なこと
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新市議会の構成

新市議会の構成決まる
議会運営委員会

議会だより編集常任委員会

総務産業常任委員会

文教厚生常任委員会

川島秀夫	 　尾形幸召	 　杉本友栄

岡部幸喜	 ◎山口好昭	 ○尾形重寅

　山口　薫	 　内田倫弘	 八木一雄

○白鳥純雄	 ◎川田好博	 遠藤美智子

山口　薫	 東山洋昭	 　小俣　修	 杉本公文

尾形重寅	 ◎杉本友栄	 ○白鳥純雄	 岡部幸喜

川島秀夫	 内田倫弘	 八木一雄	 川田好博

長田喜巳夫	 ◎遠藤美智子	○尾形幸召	 山口好昭

◎　委 員 長　○　副委員長
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予算特別委員会

平成31年度予算は、議長を除く議員全
員による予算特別委員会を設置し、３月６
日、８日、１１日の延べ３日間にわたり審
査を行いました。
ここでは、委員会で行われた主な質疑に
ついて要約したものを掲載します。

31年度

予算
わたしたちの納める税金の

使いみちを審査しました

杉本友栄 副委員長岡部幸喜 委員長

予算特別委員会
委 員 長　岡部 幸喜

副委員長　杉本 友栄

委 員　内田 倫弘	 八木 一雄	 山口　 薫

白鳥 純雄	 遠藤 美智子	 川田 好博

東山 洋昭	 小俣　 修	 杉本 公文

川島 秀夫	 山口 好昭	 尾形 幸召

尾形 重寅

Ｑ　防犯灯の LED化による電気料等の低減
は。

Ａ　29年度防犯灯の年間電気料は360万

円。30年度は LEDになり電気量が120

万円となり前年の３分の１となりました。

金額のみならず維持管理の労力減、照

度のアップ等大きな改善が見られました。

Ｑ　ふるさと納税10年間の寄付額について。
Ａ　平成31年２月現在4807万１千円です。

活用状況につきまして平成29年度は駅

周辺整備事業でステンドガラスに350万

円、平成31年度は母子健康アプリ導入

事業、英語力向上事業、心のプロジェク

ト夢の授業、市民活動支援事業に活用

を考えています。

防犯灯のLED効果は ふるさと納税について

主な 質 答疑 弁

一般会計
100億7031万３千円

（前年度比２億1245万１千円減）

特別会計
71億8836万６千円

（前年度比１億6511万２千円増）
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予算特別委員会

Ｑ　電子母子手帳アプリの対象者は何人い
て、どのようにして周知していくのか。

Ａ　出生者は年間90人程で、未就学児は

約750人います。

周知方法としては、妊娠時の母子手

帳を配布する時、乳幼児健診、こど

も園や支援センター等でもアプリの

チラシを配布します。また、広報で

も周知していきます。

電子母子手帳について

Ｑ　新年度の医療給付費予算が増加してい
る。医療費削減のため、ジェネリック医
薬品の利用状況は。

Ａ　国民健康保険では、年間500通のハガ

キで利用促進を促しています。29年度

は16％の方がジェネリック医薬品に切り

替えて、53万7千円の削減ができました。

ジェネリック医薬品

Ｑ　教育奨励資金（奨学金）の周知は。
Ａ　進路を決める時期に、中学校や高校に

制度を説明したチラシの配布をお願いし

ています。ホームページや広報にも掲載

し、周知を図っていますが、今年は第

１回目の募集では、大学生１名しか応募

がなく、２回目の募集をしました。

Ｑ　抗体検査・予防接種の単価は。
Ａ　全国統一で、集合契約で示されている

金額は、医療機関や保健所等、接種す

る方法により、5,325円～6,320円と示

されています。

意見　�対象者人数が多いので、問い合わせ

出来る窓口を設置すべき。

教育奨励資金（奨学金） 風疹検査と予防接種

主な 質 答疑 弁
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予算特別委員会

Ｑ　いじめの実態とその対策は。
Ａ　市内公立小・ 中学校の「いじめ」 とさ

れる認知件数は28年度末228件、29

年度末309件と81件の増。従来は申

告制であったが現在は未然防止・早期

発見に努め積極的に認知を図ってお

り実態としては、いじめの解消が図

られています。

いじめ問題はどうなっているか
Ｑ　虐待防止の取り組みについて。
Ａ　学校では、就学している児童しかわ

かりませんが、就学時検診の時に、臨

床心理士なども同席してもらい、注視

しています。こども園、保育所や民生・

児童委員の方の協力も必要です。発

見した場合には、福祉部門とも連携

しながら対応していきます。県教委、

県児童相談所にも連絡をとります。

虐待防止の取り組み

Ｑ　AEDは、現在市内に85箇所あると聞い
ているが、24時間対応できるAEDは何
箇所あるか。

Ａ　現在、コンビニエンスストアーに7箇

所、中央自動車道談合坂サービスエ

リアの上下線に1箇所、上野原市文化

ホールに1箇所、計10箇所にあります。

24時間使用可能なAEDの場所について

Ｑ　更新する救急車の購入年月と走行距離
及び更新後の活用について、また積載
機器の再使用の計画等はどのようになっ
ているか。

Ａ　更新する救急車は、平成20年2月に購

入、11万㎞走行し廃車の予定です。積

載物については、電子機器以外は原則

として再使用していく予定です。

救急車及び積載機器の更新について

Ｑ　旧へそまん跡地の不法廃棄物の処理が
進まず見苦しい状態だが、市の対応は。

Ａ　所有者が県外で、外国籍であるため、

県林務課とも協議し指導を行っていま

す。連休までには処理するよう指導を行

い、所有者に同意をえたところです。

不法投棄物処分について
Ｑ　31年度2号炉の修繕が行われるが、オリ
ックス資源循環への搬入予算がないが
今年度は必要ないのか。

Ａ　一般廃棄物運搬処分業務費で、オリッ

クス資源循環㈱に1000トン搬出予定、

運搬費を160台分1072万円を合わせて

計上し5310万5千円を計画しています。

塵芥処理費について
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３
月
４
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
制
定
８
議
案
、
請

願
１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
第
７
号
「
消
費
税
率
及
び
地

方
消
費
税
率
の
改
定
に
伴
う
関
係
条

例
の
整
理
に
関
す
る
条
例
制
定
に
つ

い
て
」
は
、
消
費
税
率
、
地
方
消
費

税
率
の
改
定
に
伴
い
、
関
連
す
る
22

の
条
例
を
一
括
し
て
改
正
す
る
も
の

で
す
。

議
案
第
９
号
「
上
野
原
市
緑
地
等

利
用
施
設
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
緑
と
太

陽
の
丘
キ
ャ
ン
プ
場
内
に
あ
る
テ
ニ

ス
コ
ー
ト
の
利
用
廃
止
に
伴
い
、
条

例
を
改
正
し
、
併
せ
て
消
費
税
率
・

地
方
消
費
税
率
の
改
正
も
行
う
も
の

で
す
。

Q　
�

当
該
キ
ャ
ン
プ
場
と
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
の
利
用
状
況
と
、
廃
止
後

の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
活
用
方
法

は
。

A　

�

キ
ャ
ン
プ
場
の
利
用
者
は
増
え

て
い
て
、
現
在
、
収
入
と
し
て

年
間
４
０
０
万
円
程
度
で
す

が
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に
つ
い
て

は
、
老
朽
化
を
要
因
と
し
て
、

こ
の
３
年
間
利
用
者
は
ゼ
ロ
と

な
っ
て
い
ま
す
。

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
ポ
ー
ル
や
ネ

ッ
ト
等
を
撤
去
し
た
後
は
、
キ

ャ
ン
プ
設
営
の
場
と
し
て
利
用

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
総
務
産
業
常
任
委
員
会

委員長
　杉本友栄
副委員長
　白鳥純雄
委員
　山口　薫
　東山洋昭
　小俣　修
　杉本公文
　岡部幸喜
　尾形重寅

　
文
教
厚
生
常
任
委
員
会

委員長
　遠藤美智子
副委員長
　尾形幸召
委員
　内田倫弘
　八木一雄
　川田好博
　川島秀夫
　山口好昭
　長田喜巳夫

会期中審査

３
月
４
日
、
委
員
会
を
開
催
し
、

付
託
さ
れ
た
条
例
改
正
６
議
案
、
指

定
管
理
者
の
指
定
１
議
案
を
審
査
し

ま
し
た
。

議
案
第
14
号
「
上
野
原
市
子
ど
も

医
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て
」
は
、
満
18

歳
ま
で
の
新
た
な
助
成
対
象
者
に
対

し
て
、
医
療
費
の
自
己
負
担
分
を
償

還
払
い
か
ら
窓
口
無
料
と
す
る
た
め

条
例
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
42
号
「
上
野
原
市
立
病
院

の
指
定
管
理
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
、

現
在
の
指
定
管
理
者
で
あ
る
公
益
社

団
法
人
地
域
医
療
振
興
協
会
を
、
平

成
34
年
３
月
31
日
ま
で
引
き
続
き
指

定
管
理
者
と
し
て
指
定
す
る
も
の
で
、

指
定
管
理
料
を
１
億
５
千
万
円
か
ら

２
億
円
に
増
額
す
る
も
の
で
す
。

Q　

�

指
定
管
理
料
の
増
額
に
見
合
っ

た
改
善
策
の
提
案
は
な
い
の
か
。

A　

�

市
も
指
定
管
理
者
も
、
複
数
の

大
学
病
院
に
足
を
運
び
、
医
師

の
確
保
に
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
看
護
師
に
つ
い
て
は
、
奨

学
金
の
貸
付
等
の
制
度
を
設
け

る
な
ど
の
方
策
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
人
材
確
保
は
厳
し
い
状

況
で
す
。

市
立
病
院
の
経
営
に
つ
い
て
、

市
の
担
当
者
が
積
極
的
に
関
与

す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
３
年

後
の
指
定
管
理
を
見
据
え
、
前

持
っ
た
対
策
を
す
べ
き
で
あ
り
、

自
治
体
病
院
の
在
り
方
を
真
剣

に
探
る
必
要
が
あ
る
。

意
見
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平成３1年第1回臨時会議決結果等一覧表

平成３1年第1回定例会議決結果等一覧表

議
案
番
号

案　件　名

付
託
委
員
会

内
田
倫
弘

八
木
一
雄

山
口　

薫

白
鳥
純
雄

遠
藤
美
智
子

川
田
好
博

東
山
洋
昭

小
俣　

修

川
島
秀
夫

杉
本
公
文

山
口
好
昭

長
田
喜
巳
夫

杉
本
友
栄

尾
形
幸
召

岡
部
幸
喜

尾
形
重
寅

審
議
結
果

５
市議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例
及び市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例
の一部を改正する条例制定について

総務
産業

○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

議
長

○ ○ ○ ○

原
案
可
決

６ 市長、副市長及び教育長の給与等に関する条例の一
部を改正する条例制定について ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○

７ 消費税率及び地方消費税率の改定に伴う関係条例の
整理に関する条例制定について ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

８ 学校施設及び公民館使用に関する使用料条例及び市
営運動施設条例の一部を改正する条例制定について

文教
厚生 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

９ 緑地等利用施設条例の一部を改正する条例制定につ
いて

総務
産業 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

10 市立上野原スポーツプラザ市民プール条例の一部を
改正する条例制定について

文教
厚生 ○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

24 平成31年度一般会計予算

予算
特別

○ ○ ○ ○ ○ ● ● ○ ○
◎
○ ○ ○ ○ ○ ○

25 平成31年度国民健康保険特別会計予算
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

26 平成31年度後期高齢者医療特別会計予算
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 平成31年度介護保険特別会計予算
○ ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

請
願
１

各議員の選挙公約の公開についての請願
総務
産業 ● ● ○ ● ●

◎
● ● ● ● ○ ● ● ● ● ●

不
採
択

（ ◎賛成討論者　 反対討論者　○賛成　●反対 ）
◆賛否のあった議案

(討論は、委員長報告に対する賛成・反対です。)

番
号
付
託 案　件　名 結

果
１ － 監査委員の選任の同意について 同意

番
号
付
託 案　件　名 結

果
２ － 監査委員の選任の同意について 同意

◆全会一致の議案

◆全会一致の議案

※正式な議案名から（上野原市）を省略しているものもあります。

番
号

付託
委員会 案　件　名 結

果
３
総務
産業

職員の配偶者同行休業に関する条例制定について

原
案
可
決

４ 旅費等の特例に関する条例制定について

11 公共施設整備基金条例の一部を改正する条例制定
について

12

文教
厚生

災害弔慰金の支給等に関する条例一部を改正する
条例制定について

13
放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する
基準を定める条例の一部を改正する条例制定につ
いて

14 子ども医療費補助に関する条例の一部を改正する
条例の一部を改正する条例制定について

15 重度心身障害者医療費助成条例の一部を改正する
条例制定について

16 総務産業
地区計画の区域内における建築物の制限に関する
条例の一部を改正する条例制定について

17

－

平成30年度一般会計補正予算（第７号）

18 平成30年度国民健康保険特別会計補正予算（第４号）

19 平成30年度後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号）

20 平成30年度介護保険特別会計補正予算（第４号）

21 平成30年度公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）

22 平成30年度簡易水道事業特別会計補正予算（第６号）

23 平成30年度大目財産区特別会計補正予算（第３号）

28 予算
特別

平成31年度介護サービス事業特別会計予算

29 平成31年度公共下水道事業特別会計予算

番
号

付託
委員会 案　件　名 結

果
30

予算
特別

平成31年度簡易水道事業特別会計予算

原
案
可
決

31 平成31年度教育奨励資金特別会計予算

32 平成31年度大目財産区特別会計予算

33 平成31年度甲東財産区特別会計予算

34 平成31年度巌財産区特別会計予算

35 平成31年度島田財産区特別会計予算

36 平成31年度上野原財産区特別会計予算

37 平成31年度檜尾根外十二恩賜林保護財産区特別
会計予算

38 平成31年度小金沢土室山恩賜有財産保後組合西
原分収益事業特別会計予算

39 平成31年度秋山財産区特別会計予算

40 平成31年度西棚ノ入外十一恩賜林保護財産区特
別会計予算

41 平成31年度病院事業会計予算

42 文教厚生 市立病院の指定管理者の指定について

43

－

教育委員会教育長の任命の同意について 同
意44 教育委員会委員の任命の同意について

45 人権擁護員委員候補者の推薦について
適
任46 人権擁護員委員候補者の推薦について

47 人権擁護員委員候補者の推薦について
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一般質問

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

質
問　

「
本
年
４
月
よ
り
危
機
管
理
室

を
設
置
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
」
と
し
て
い

る
が
、
ど
の
よ
う
に
防
災
体
制

の
強
化
を
図
る
の
か
伺
う
。

答
弁　

独
立
し
た
組
織
で
、
よ
り
き
め

細
か
な
サ
ー
ビ
ス
、
防
災
減
災

対
策
を
施
す
と
同
時
に
、
全
体

の
組
織
改
革
・
改
編
と
い
う
こ

と
に
な
り
ま
す
の
で
、
防
災
体

制
、
組
織
本
部
、
対
策
部
、
班

編
成
、
そ
の
辺
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
図
り
な
が
ら
、
連
携
が

う
ま
く
と
れ
る
よ
う
な
体
制
を

と
っ
て
い
き
ま
す
。

質
問　

大
規
模
災
害
時
に
自
助
、
共
助

に
よ
る
避
難
誘
導
や
救
命
活
動

の
中
心
的
な
役
割
を
担
う
に
は
、

区
長
会
を
母
体
と
す
る
自
主
防

災
会
の
策
定
す
る
地
区
防
災
計

画
が
重
要
と
な
る
が
、
策
定
と

見
直
し
の
状
況
は
。

答
弁　

昨
年
度
後
半
か
ら
11
の
地
区
ご

と
に
自
主
防
災
会
長
を
集
め
て

防
災
推
進
会
議
を
開
き
、
そ
れ

ぞ
れ
の
地
区
防
災
計
画
の
活
用

と
見
直
し
を
進
め
る
よ
う
に
支

援
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

質
問　

11
の
防
災
会
の
内
、
何
ヵ
所
に

お
い
て
地
区
防
災
計
画
が
整
備

さ
れ
、
そ
の
計
画
は
県
に
報
告

し
認
知
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

整
備
状
況
に
つ
い
て
は
十
分
な

答
え
が
で
き
ま
せ
ん
。
今
後
順

次
地
区
防
災
指
導
員
さ
ん
も
一

緒
に
、
と
も
に
地
域
の
中
で
防

災
会
の
活
性
化
を
図
り
ま
す
。

地
区
計
画
の
内
容
は
十
分
充
足

し
て
い
る
が
、
組
織
編
成
が
不

十
分
な
の
で
、
計
画
を
県
に
提

出
し
て
お
り
ま
せ
ん
。

他
に
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
、
上
野
原
こ
ど
も
園
の
構
内

道
路
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

質
問　

コ
モ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
は
、
道
路
で

す
か
。

答
弁　

団
地
内
の
市
道
と
同
様
に
、
コ

モ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
も
団
地
開
発
時

に
設
置
さ
れ
た
施
設
で
あ
り
ま

す
が
、
平
成
３
年
に
締
結
さ
れ

た
道
路
に
関
す
る
協
定
書
等
に

よ
り
、
現
在
ま
で
市
町
村
道
と

し
て
路
線
を
認
定
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
道
路
、
市
道
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
開
発
許
可
な
ど
に
よ

り
設
置
さ
れ
た
施
設
の
一
つ
で

あ
る
と
解
釈
し
て
お
り
ま
す
。

質
問　

ブ
リ
ッ
ジ
公
道
化
検
討
そ
の
後

の
状
況
は
。

答
弁　

「
公
の
施
設
」
と
な
れ
ば
市
道

認
定
後
は
、
行
政
財
産
と
な
り

ま
す
。
そ
れ
は
、
自
治
体
に
国

家
賠
償
法
第
２
条
が
適
用
さ
れ
、

無
過
失
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と

等
、
多
く
の
課
題
を
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
月
末
「
コ
モ
ア

施
設
問
題
協
議
会
」
で
、
こ
れ

ま
で
の
課
題
を
報
告
す
る
と
と

も
に
、
ご
意
見
を
頂
き
な
が
ら
、

引
き
続
き
協
議
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問　

今
後
公
道
化
を
、
協
議
の
俎
上

に
載
せ
る
事
に
つ
い
て
。

答
弁　

公
道
認
定
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
と
、
市
側
も
負
担
と
責
任

が
ご
ざ
い
ま
す
。
な
か
な
か
協

定
の
中
で
全
て
を
解
決
す
る
の

は
課
題
と
し
て
大
き
な
も
の
が

あ
り
、
管
理
組
合
も
市
側
も
納

得
で
き
る
線
が
出
せ
る
か
と
い

う
こ
と
を
、
引
き
続
き
協
議
し

て
い
き
、
前
向
き
に
考
え
て
い

く
と
い
う
市
の
姿
勢
は
ご
理
解

く
だ
さ
い
。

他
に
、
地
域
公
共
交
通
と
四
方

津
駅
周
辺
整
備
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

コ
モ
ア
ブ
リ
ッ
ジ
公
道
化
に
つ
い
て

杉本公文

川島秀夫
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生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

質
問　

人
口
減
少
の
推
計
が
、
40
年
後

に
は
１
万
８
５
４
人
に
ま
で
減

少
す
る
予
想
だ
が
、
地
方
創
生

ま
ち
づ
く
り
へ
の
今
後
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　

総
合
戦
略
の
進
捗
は
順
調
に
進

ん
で
い
て
、
お
お
む
ね
８
割
は

計
画
ど
お
り
推
移
し
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
に
つ
い
て
は
改
善
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
地
域
か
ら
の

自
主
的
な
取
り
組
み
も
必
要
で
、

生
活
基
盤
の
整
備
と
併
せ
て
人

づ
く
り
、
地
域
づ
く
り
に
視
点

を
置
い
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

質
問　

道
路
改
良
、
通
学
路
の
安
全
対

策
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
へ
の
取
り

組
み
は
。

答
弁　

土
地
所
有
者
や
関
係
者
と
課
題

を
共
有
す
る
中
で
、
具
体
的
に
、

計
画
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

通
学
路
安
全
推
進
会
議
に
お
い

て
、
定
期
的
な
合
同
点
検
や
検

討
会
議
を
開
催
し
、
通
学
路
の

安
全
対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
。

広
域
道
路
、
交
通
ビ
ジ
ョ
ン
計

画
の
策
定
に
つ
い
て
、
事
前
調

査
対
象
の
市
道
路
線
が
３
路
線

あ
り
、
重
要
物
流
道
路
指
定
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

質
問　

空
き
家
の
状
況
と
、
移
住
を
加

速
さ
せ
る
為
の
、
活
性
化
・
空

き
家
対
策
に
つ
い
て
の
取
り
組

み
は
。

答
弁　

市
内
空
き
家
状
況
は
６
８
０
件

で
、
空
き
家
バ
ン
ク
成
約
数
は

32
件
で
す
。
固
定
資
産
税
納
税

通
知
書
に
案
内
文
を
添
付
し
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金
に
よ
る
改

修
等
の
相
談
、
放
置
ご
み
の
片

づ
け
の
手
伝
い
、
所
有
者
の
事

情
に
応
じ
た
親
身
な
相
談
、
対

応
を
行
っ
て
い
ま
す
。

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

一般質問

質
問　

４
月
１
日
よ
り
新
設
す
る
「
危

機
管
理
室
」
の
役
割
と
は
。

答
弁　

現
在
は
兼
務
体
制
で
す
が
、
専

属
で
独
立
し
た
担
当
課
と
な
り

ま
す
。
災
害
時
に
人
命
が
失
わ

れ
な
い
こ
と
を
最
重
要
と
し
て
、

市
役
所
内
各
部
各
班
の
所
掌
事

務
の
徹
底
、
自
主
防
災
会
、
企

業
、
施
設
と
の
連
携
を
図
り
市

の
安
全
を
確
保
し
て
い
く
た
め

の
担
当
課
で
す
。

質
問　

地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
に
何
が
必
要
か
、
そ
れ
は

災
害
へ
の
備
え
が
大
切
で
す
。

過
去
の
大
災
害
か
ら
、
自
助
が

７
割
、
共
助
が
２
割
と
の
教
訓

が
あ
る
。
自
助
の
意
識
を
高
め

る
取
り
組
み
は
。

答
弁　

家
の
補
強
や
家
具
の
転
倒
防
止

等
で
危
険
防
止
を
図
る
こ
と
や
、

自
主
防
災
会
で
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
の
再
認
識
を
す
る
。
備
蓄
品

の
確
保
や
家
周
囲
の
安
全
地
帯

の
確
保
等
、
広
報
誌
を
通
し
て

啓
発
し
て
い
ま
す
。

質
問　

災
害
時
の
正
し
い
情
報
を
得
る

こ
と
、
こ
れ
が
自
分
の
身
を
守

る
第
一
歩
で
す
。
そ
の
情
報
が

聞
け
な
い
、
聞
こ
え
な
い
と
い

う
地
域
が
市
内
で
数
か
所
あ
る
。

そ
の
よ
う
な
地
域
へ
、
今
後
の

対
応
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

行
政
防
災
無
線
・
音
声
告
知
端

末
を
活
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

意
見　

昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
地
区
防

災
計
画
の
見
直
し
を
始
め
、
自

主
防
災
会
の
実
情
や
、
防
災
指

導
員
の
役
割
、
防
災
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
の
必
要
性
な
ど
、
各
地

区
の
現
場
で
抱
え
る
問
題
点
を

把
握
し
、
今
後
の
必
要
な
支
援

を
し
て
い
く
べ
き
。

他
に
、
地
域
公
共
交
通
に
つ
い

て
質
問
し
ま
し
た
。

地
域
の
防
災
力
向
上
に
つ
い
て

白鳥純雄

遠藤美智子
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一般質問

生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

質
問　

大
規
模
災
害
時
や
日
常
生
活
中

に
起
こ
る
事
故
・
災
害
な
ど
、

応
急
手
当
や
初
期
消
火
等
初
期

の
対
応
が
非
常
に
大
切
に
な
っ

て
い
ま
す
。
消
防
車
や
救
急
車

が
到
着
す
る
前
な
ど
に
、
私
た

ち
市
民
の
身
近
な
防
災
リ
ー
ダ

ー
と
な
っ
て
く
れ
る
「
災
害
時

支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
」
の

導
入
に
つ
い
て
の
検
討
は
。

答
弁　

今
ま
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
違

い
、
救
急
と
か
消
防
活
動
に
も

関
わ
る
と
い
う
こ
と
で
、
色
々

な
要
件
も
必
要
で
あ
る
よ
う
で

す
の
で
、
も
う
少
し
内
容
に
つ

い
て
詰
め
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

質
問　

市
内
に
元
消
防
の
プ
ロ
で
救
命

士
や
消
防
技
術
指
導
員
等
、
防

災
関
係
を
人
に
教
え
る
能
力
を

持
つ
即
戦
力
の
人
が
20
数
名
い

て
、
市
の
防
災
行
政
に
協
力
し

た
い
と
言
っ
て
い
る
が
。

答
弁　

こ
れ
か
ら
も
自
主
防
災
会
へ
出

向
い
て
行
く
機
会
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
自
主
防
災
会
の
中
に

そ
う
い
う
人
が
い
る
か
も
知
れ

な
い
の
で
、
そ
う
い
う
席
で
紹

介
し
て
も
ら
い
、
指
導
的
立
場

で
協
力
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
問
　
消
防
団
員
は
、
大
規
模
災
害
や

水
防
活
動
、
山
火
事
等
で
は
特

に
欠
か
せ
な
い
、
頼
り
に
な
る

存
在
で
す
。
消
防
団
員
の
定
数
、

受
持
ち
区
域
、
募
集
、
待
遇
等

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁
　
団
員
の
定
員
は
９
７
２
名
で
す

が
、
現
在
８
９
３
名
で
減
少
傾

向
に
あ
り
ま
す
。
今
後
班
の
統

廃
合
等
抜
本
的
な
見
直
し
を
し

て
行
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
募

集
に
つ
い
て
も
、
団
員
確
保
に

向
け
、
待
遇
等
も
含
め
効
果
的

な
対
策
を
検
討
し
実
施
し
て
い

き
ま
す
。

日
本
一
安
全
な
町
上
野
原
の
構
築
に
向
け
て

質
問　

市
道
棚
頭
線
に
つ
い
て
工
事
の

現
状
と
予
定
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

答
弁　

道
路
の
土
砂
崩
落
と
倒
木
の

撤
去
費
用
に
１
６
４
０
万
円
、

安
全
対
策
に
１
２
０
万
円
、
う

回
路
整
備
に
60
万
円
、
合
計
１

８
０
０
万
円
か
か
り
ま
し
た
。

災
害
復
旧
事
業
に
１
９
０
０
万

円
、
道
路
対
策
費
は
合
計
３
７

０
０
万
円
で
す
。
今
後
の
山
腹

斜
面
の
崩
落
事
業
は
２
年
か

け
、
４
０
０
０
万
円
の
工
事
費

を
見
込
み
、
工
事
入
札
は
３
月

に
行
い
ま
す
。

質
問　

四
方
津
駅
改
良
の
内
容
と
完
成

予
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

四
方
津
駅
構
内
の
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
に
つ
い
て
は
、
11
人
乗
り
を

３
基
設
置
予
定
で
す
。
改
札
口

を
出
た
階
段
、
１
、
２
番
線
ホ

ー
ム
、
３
番
線
ホ
ー
ム
に
各
１

基
で
す
。
ホ
ー
ム
の
嵩
上
げ
と

隙
間
解
消
工
事
も
同
時
に
行
い
、

視
覚
障
が
い
者
用
の
誘
導
ブ
ロ

ッ
ク
や
多
目
的
ト
イ
レ
も
設
置

予
定
で
す
。
完
成
予
定
は
２
０

２
１
年
３
月
で
鉄
道
事
業
者
へ

の
市
の
補
助
金
は
３
０
０
０
万

円
で
す
。

質
問　

談
合
坂
S
I
C
に
つ
い
て
、
現

状
と
完
成
予
定
は
。

答
弁
　
土
地
取
得
に
お
い
て
は
、
12
人

共
有
地
は
９
人
が
取
得
済
み
、

３
人
分
の
内
、
共
有
物
分
割
訴

訟
は
７
月
末
ま
で
に
結
審
を
目

指
し
ま
す
。
完
成
時
期
は
国
、

県
、
ネ
ク
ス
コ
中
日
本
を
交
え

た
S
I
C
地
区
協
議
会
の
決
定

と
な
り
ま
す
。
矢
坪
橋
ま
で
の

市
道
工
事
は
年
内
に
完
了
し
ま

す
。

市
道
棚
頭
線
・
四
方
津
駅
・
談
合
坂
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

山口薫

尾形幸召
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生
活
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

衆
議
院
選
挙
に
お
け
る
選
挙
違
反
事
件
に
つ
い
て

質
問　

学
童
保
育
の
保
育
時
間
は
午
後

６
時
ま
で
。
そ
の
後
30
分
ま
で

が
延
長
保
育
だ
が
、
利
用
者
は

ど
れ
く
ら
い
か
。

答
弁　

29
年
度
は
の
べ
３
１
５
５
人
、

月
平
均
２
６
３
人
で
す
。

質
問　

お
迎
え
が
遅
れ
る
事
例
は
。

答
弁　

６
時
30
分
を
遅
れ
る
場
合
は
、

月
12
件
程
度
と
聞
い
て
い
ま
す
。

質
問　

親
が
遅
れ
た
場
合
の
学
童
指
導

員
の
給
料
の
支
払
い
は
、
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

答
弁　

委
託
し
て
い
る
上
野
原
学
園
に

聞
い
た
と
こ
ろ
、
支
払
わ
れ
て

い
ま
せ
ん
。

質
問
　
委
託
先
で
労
働
時
間
が
延
長
さ

れ
て
い
て
も
、
賃
金
が
支
払
わ

れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
、
法
的

に
は
ど
う
か
。

答
弁
　
上
野
原
学
園
と
協
議
し
て
い
き

ま
す
。

要
望
　
委
託
契
約
を
結
ぶ
と
き
は
、
法

令
順
守
事
項
が
あ
る
と
思
う
の

で
、
適
切
に
対
応
し
て
い
た
だ

き
た
い
。

質
問
　
学
童
保
育
の
保
育
時
間
の
延
長

に
つ
い
て
ど
う
考
え
る
か
。

答
弁
　
来
年
度
の
学
童
保
育
希
望
者
の

在
職
証
明
で
、
午
後
６
時
30
分

が
厳
し
い
父
親
は
17
人
、
母
親

は
７
人
で
す
が
、
世
帯
単
位
で

み
ま
す
と
、
両
親
ど
ち
ら
か
が

対
応
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

質
問
　
保
育
所
に
つ
い
て
も
、
学
童
保

育
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
は
募

集
要
項
を
み
て
応
募
し
て
く
る
。

保
育
時
間
が
合
わ
な
け
れ
ば
、

応
募
し
な
い
。
こ
ど
も
園
が
午

後
７
時
ま
で
な
ら
ば
、
学
童
保

育
も
合
わ
せ
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

答
弁　

保
護
者
の
現
状
、
ニ
ー
ズ
を
み

な
が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

学
童
保
育
の
保
育
時
間
延
長
を

一般質問

質
問　

中
央
高
速
の
跨
道
橋
の
欄
干
部

分
に
横
断
幕
で
市
の
Ｐ
Ｒ
が
で

き
な
い
か
。

答
弁　

跨
道
橋
に
横
断
幕
を
設
置
す
る

事
例
が
他
の
高
速
道
路
で
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
中
央
高
速
を
利

用
す
る
多
く
の
方
々
に
視
覚
を

通
し
て
、
当
市
を
印
象
づ
け
る

一
つ
の
効
果
的
な
取
り
組
み
で

あ
る
と
考
え
ま
す
。
設
置
に
向

け
て
は
関
係
者
等
と
の
協
議
も

必
要
で
あ
り
、
目
的
や
意
義
も

十
分
に
検
証
し
、
対
応
す
る
必

要
が
あ
る
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

意
見　

中
央
高
速
で
は
、
ま
だ
一
つ
も

そ
の
事
例
が
あ
り
ま
せ
ん
。
商

工
・
農
林
業
等
の
当
市
が
持
つ

様
々
な
資
源
を
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
・
標
語
化
す
る
。
そ
れ

に
全
市
民
に
参
加
し
て
い
た
だ

き
、
決
定
を
し
て
い
く
。
そ
し

て
横
断
幕
を
欄
干
に
つ
け
て
市

内
外
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
。
車
か

ら
見
え
る
、
市
の
魅
力
発
信
を

し
て
い
け
な
い
も
の
か
。
こ
の

こ
と
は
市
民
参
加
の
一
つ
の
例

と
な
り
、
広
が
り
を
見
せ
、
地

域
の
活
性
化
の
一
助
と
な
る
も

の
で
は
と
期
待
が
で
き
る
と
思

い
ま
す
。
当
市
に
お
け
る
中
央

高
速
の
跨
道
橋
を
利
用
し
た
Ｐ

Ｒ
は
、
県
内
外
の
多
く
の
人
に

宣
伝
効
果
を
も
た
ら
す
と
と
も

に
、
的
確
な
標
語
や
キ
ャ
ッ
チ

コ
ピ
ー
に
よ
り
当
市
へ
の
周
知

や
認
知
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。
是
非
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

他
に
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
事

業
、
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
、
市

立
病
院
の
指
定
管
理
者
と
の
協

定
書
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

中
央
高
速
道
路
の
市
管
理
等
の
跨
道
橋
利
用

に
つ
い
て

川田好博

東山洋昭
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議会だより編集常任委員会

委 員 長	 川田　好博

副委員長	 白鳥　純雄

委　　員	 内田　倫弘

委　　員	 八木　一雄

委　　員	 山口　　薫

委　　員	 遠藤美智子

市

編集

後記

の

民

声

6 月定例会予定

駅周辺が『ここが上野原 ?』と見紛う景色になり、数年で立派な病院
やスーパー、ホームセンターができた。暮らしやすい町になった反面、ど
こか昔ののんびりとした景色が一変したことに寂しさを感じているのは私
だけだろうか。

幼い頃、生まれ育った上野原商店街は当たり前のように賑わい店をきり
盛りする人も威勢が良かった。過去と比べたりするのは嫌いだけれど、失
われたものに対して恋しい気持ちが残ります。車を少し走らせ大型店に行
けば何でも揃うけど、私は幼い頃のようにお腹が空いたら肉屋のコロッケ
や「みどり」のオデンを買いに行っていたあのある意味豊かな商店街を復
活させるのが夢です。

希望が持てることに、上野原に魅力を感じ、この街で店をはじめてみた
いと思っている人達が既にいます。4 年前この街の中でカフェを構えること
を願った私が、商店街の先輩方にしていただいたように、場と人とを繋げ
ることにエネルギーを注いでいきたいです。

5 年後、10 年後の商店街とこの街の行方にちょっと期待していてくださ
い !

新しい市議会議員の任期が始まりました。議会だより編集常任
委員会も新しいメンバーで仕事が始まりました。新しく議員になられ
た方も頼りになる即戦力です。市民との結びつきも広がりを見せて
います。前期は、県広報協会から賞をいただきましたが、まだまだ改
善することが多々あります。市民の方に手に取っていただける「議
会だより」、市民に読んでいただける「議会だより」をめざして力を尽
くしたいと考えています。今後も「うえのはらで頑張る人」「市民の
声」などご協力をお願いします。
� （川田好博）

愛しの商店街

ハシドイ店主
水越　彩荷さん

本会議
（初日）
傍聴可

予算特別
委員会

総務産業・
文教厚生

常任委員会

文教厚生
常任委員会

議案調査 議案調査

議案調査

一般質問
（予備日）
傍聴可

議案調査

議案調査

議案調査

本会議
（最終日）
傍聴可

一般質問
傍聴可

一般質問
傍聴可

市議会では、一般質問を傍聴する際、
満１歳以上から就学前までのお子さんを
無料でお預かりする託児サービスを実施
しております。

ご希望の場合は、傍聴希望日の一週間
前までに、議会事務局（62 － 3344）へ
お申し込みください。

※�通常の傍聴には予約の必要はありませ
ん。傍聴当日、3階議会事務局受付ま
でお越しください。

日 月 火 水 木 金 土
6/2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

一般質問傍聴

託児サービスを

ご利用ください

発
行
/上
野
原
市
議
会
　
	

山
梨
県
上
野
原
市
上
野
原
3832番

地
編
集
/上
野
原
市
議
会
だ
よ
り
編
集
常
任
委
員
会
	

TEL：0554-62-3344（
直
通
）

U
RL：http://w

w
w
.city.uenohara.yam

anashi.jp 	
E-m
ail：gikai@

city.uenohara.lg.jp

上
野
原
市
議
会
だ
よ
り
N
o.57

令
和
元
年
5月
1日
発
行

印
刷
/カ
ヤ
ヌ
マ
印
刷

上
野
原
市
上
野
原
3768

TEL　
0554-63-0188

本議会は傍聴可能です。委員会は委員長の許可を得れば傍聴可能
です。


